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全難聴女性部だより  第 48号 

令和 4年 8月 20日発行  発行人：加藤千津子  編集：事務局 

残暑お見舞い 

       申し上げます 
 

 

ご挨拶 

 

部長 加藤 千津子 

 

過日、令和４年７月１日・２日に役員会・県部長会・総会を長野県松本市において開催し

ました。 

コロナ禍で３年ぶりの対面での会議でした。 

開催にあたり、特定非営利活動法人信州難聴者協会の宮崎理事長はじめ、中野部長、要約筆

記者平出様に多大にご協力いただき開催することができました。 

また、２日間とも早朝からヒアリングループ等を設置してくださった窪田様、そして多数の

要約筆記者、難聴会員の皆様にも、ご協力、「おもてなし」をいただき記憶に残る会議とな

りましたこと書中をもちまして、お礼申し上げます。 

 また、ご出席いただいた県部長の皆様には、コロナ禍で不安もあったでしょうに、松本ま

で来ていただき、ありがとうございました。 

やはり対面での会議は意思疎通がその場で確認でき会議もスムーズに進行し皆さんの意見

を直接伺え、今まで当たり前だった対面会議の重要性を実感しました。そして、なにより皆

さんと直接お会いできた嬉しさに勝つるものはありません。 

会議後は、地元の難聴者、要約筆記者の先導で夕食に松本の繁華街に繰り出し、金曜日の夜

ということもあって若い人たちで賑わっていました。お店は個室で他のお客に気兼ねなく、

話に花が咲き時間の経つのも忘れるほど楽しいひと時でした。楽しい時間をありがとうござ

いました。 

 さて、今回の会議は、女性部から窓口に、また休部になる協会が増えつつあり、残念な状

況です。理由として、どこも共通するのは、高齢化で次期部長のなり手が無いということで

した。当部の役員も、なり手が無く兼任ぜざる状況になっています。皆様もいろいろご事情

はあるかと思いますが、役員に名乗り出てください。女性部の役員は友達感覚でアットホー

ムな雰囲気で楽しく活動しています。また、全国に顔見知りができ友達の輪が広がり、いい

ことずくめです。 

 最後になりましたが、コロナ感染者が全国的に拡大しています。皆様には、不要不急の外

出は控えていただき、防止対策に努めていただきますよう、お願いいたします。 
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 令和４年度会議は、ＮＰＯ法人信州難聴者協会の尽力により、令和元年横浜 

以来の対面での会議を果たすことが出来ました。 

 

開催日時 ：令和４年７月１日（金）～７月２日（土） 

役 員 会 ：１日（金）１４：３０～１６：３５ 

２日（土） ９：５２～１１：４６ 

県部長会議：２日（土）１３：００～１４：２７ 

総  会 ：２日（土）１４：４５～１５：４２ 

会場：松本市勤労者福祉センター３－１会議室（1 日）３－３会議室（２日） 

情報保障：パソコン要約筆記（両日）、手話通訳（２日のみ） 

記録：長野県 

                              

〇令和４年度役員会  

出席者：役員総数８人中、６人（１日）7 人（２日）                       

①部長 加藤千津子 ②副部長 主藤京子 ③事務局長 佐藤緑 ④事務次長 片山ひろみ 

⑤会計 磯島都子 ⑥広報担当 庄司美絵（２日） ⑦監事 高田郁代 

欠席者：２人（１日）１人（２日） 

①相談役 永末淑子（両日）②広報担当 庄司美絵（１日） 

 

議題 

1 令和３年度活動報告について 議案書通り 

 

2 令和３年度決算報告について 議案書通り 

活動助成金について下記の通り再確認をした。 

①２つ以上活動報告を提出した場合、女性部２千円、窓口１千円活動助成金を支給。

準備や会場を予約したが、コロナで行事を中止した場合も報告。行事が１つだけ

なら、女性部１千円、窓口５００円。 

②ゆうちょ銀行は、硬貨入出に手数料がかかるようになった。それでも払うべき金

額であればその通り支払う。 

③全難聴女性部が支払った助成金は、各ブロックで取りまとめていると思う。当部

はブロック運営に関与しないが「集い」経費等はブロック会計から賄ってほしい。

今ある当部の残高は、無給で活動してきた先輩たちの尽力によるもの。なり手が少

なくなっている役員の会議出席時の交通費の一部などに活用していきたい。 

 

3 令和４年度予算について 議案書通り 

 

4 大分福祉大会バザーについて（担当：事務局長） 

  ・実行委員長に机、椅子の借用数を確認。 

  ・バザー日時、品物送付先を書いたビラを８月発行の「だより」に同封。 

  ・１０月１４日（金）品物は１３時～１６時必着。大ホールで役員は 

令和４年度 役員会・県部長会議・総会 報告 
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荷物受け取り、品物確認、値札が付いていない場合は値札付け等を行う。 

  

 5 令和４年度役員について 

令和５年７月の総会で、部長、広報担当、監事が退任予定。部長、副部長は現役

員間で調整、広報担当は後任を置かず事務局が担当。監事が本来２名必要なので、

全国の加盟協会女性会員から人選が急がれる。 

 

6 県部長会議、総会について 委任も含めてほとんど出席。返信なしが０。 

 

7 全難聴女性部だよりについて 

４８号は、８月の末までに発行。４９号の内容については、ＭＬで検討。 

 

8 次期会期と開催地 

・日時 令和５年６月３０日（金）～７月１日（土） 

・場所 持ち帰り引き続き検討。 

 

9 その他 監事の人選が急がれることを話し合った。 

                                                           ＜加藤部長＞ 

 〇令和４年度県部長会議           

県部長数：11 団体                       

出席部長： 8 団体 ①東京都②京都府③茨城県④岐阜県⑤長野県 

⑥横浜市⑦川崎市 

⑧大阪市 

表決委任： ３団体 ①大阪府②奈良県③福岡市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和３年より変更になった地域 

①栃木県、窓口担当者交代 亀山眞一さん→矢野美津子さん 

②神奈川県、窓口担当者変更 川見利津子さん→神難聴事務局 

③兵庫県、部から窓口へ  

④神戸市、休部 

⑤京都市、窓口担当者変更 森井香也子さん→橋本英憲さん 

⑥奈良県、部長交代 藤岡央子さん→古川博子さん 

⑦福岡市、部長交代 江口久仁子さん→永末淑子さん   
＜信州難聴者協会 宮崎進理事長＞ 
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議題  

１ 自己紹介  

 

２ バザー開催について 役員会と報告事項は同じ。部の数が減少し、高齢化などで 

手作りができない所も出てきたが、手作りでなくても新品を。 

 

３ 次期会期と開催地（予定）役員会報告事項と同じ。情報保障、機材、会議室確保、

会場設営のご協力をいただきたい。宿泊地、観光などは全難聴女性部が担当し、開

催地の負担ができるだけ少ないようにする。 

  その他、令和５年度以降の役員体制について報告と話し合いをした。 

〇令和４年度第３３回通常総会 

県部長数：１1 団体 

出席部長：  8 団体 ①東京都②京都府③茨城県④岐阜県⑤長野県⑥横浜市⑦川崎市 

⑧大阪市 

役  員：  ２名   ①磯島都子（会計）、②庄司美絵（広報担当） 

書面表決：  ３団体 ①大阪府②奈良県③福岡市 

議長：主藤京子（副部長、横浜市部長） 

第１号議案 令和３年度総括報告（案）賛成多数で承認された。 

第２号議案 令和３年度決算報告（案）賛成多数で承認された。 

第３号議案 令和３年度監査報告 監査の結果、決算報告が適正であると報告した。 

第４号議案 令和４年度事業方針（案） 

      ブロックで「集い」を行うときは必ず全難聴女性部長挨拶を報告集に 

入れる。 

第５号議案 令和４年度予算（案） 賛成多数で承認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜信州難聴者協会宮崎理事長、協力してくださった会員の皆さんと記念撮影＞  
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全難聴女性部 県部長会議・総会に参加しての感想 

NPO 法人信州難聴者協会 中野久仁子 

令和４年７月１日（金）～２日（土）まで、全難聴女性部の役員会・

県部長会議・総会 が松本市で開催されました。事務局長の佐藤さんか

ら長野県での開催を打診されてから、コロナ禍での会場の確保や、都道

府県を超える団体への通訳派遣の交渉など、準備段階では様々な苦労が

ありました。しかし、全国から参加された皆さまが３年ぶりに顔を合わ

せて話し合いができたことを喜んでくださり、対面会議が実現してよか

ったと思います。開催に向け、佐藤事務局長が先頭に立ち、ＮＰＯ法人

信州難聴者協会の理事長、地元要約筆記者の４人で連絡を取り合い、準備を進めてきまし

た。その間、なるべく地元に負担をかけないようにと、佐藤さんからご配慮をいただきまし

た。 

私は県部長会議と総会に参加しましたが、苦労はあっても活動にかける皆さまの熱い思い

に触れ、元気とパワーをいただきました。懇親会では互いに地元自慢などをしながら、楽し

くお喋りでき、充実したひとときでした。 

当協会から両日、要約筆記者がスタッフとして、副理

事長が機器設営に尽力しました。２日目には女性メン

バーが長野と上田から駆けつけ、オブサーバーとしてお

手伝いもしてくれました。助け合える仲間がいるのは

心強く、感謝しています。 

＜『おりづる』の仕出し弁当＞  

なお、当日配布した手作りの花のコースターは、３年前に長野市で開催を予定した全難

聴『要約筆記事業研修会』に向けて準備を始

めた矢先、新型コロナ感染拡大のため中止と

決まり、そのまま保管していたものです。今

回は参加者の皆さまにお配りすることができ、

「最高のおもてなしね」と嬉しいコメントもいただ

きました。 

全国各地から参加された皆さま、お疲れ様

でした。ありがとうございました。 

＜信州難聴お手作り、花のコースターと名産の一味唐辛子＞ 
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松本市観光記 令和４年７月３日      事務局長 佐藤緑 

 

役員、県部長の皆さんが多忙のため、観光が

できませんでした。役員の皆さんから、佐藤の

観光を通して観光気分を体験したいとの要望で

したので、報告します。関東から私も含め４人

ほど残って３日朝食まで一緒でした。歴史好き

な家人が松本市に興味を示し、３日朝、松本駅

で待ち合わせて、名所めぐりをすることにしま

した。 

山からの清らかな水が地下から湧き出るため、市内各地に湧き水がみられます。 

上記写真は、「なわて若がえりの水」。 

旧開智（かいち）学校。明治 6 年に

開校した小学校で、昭和３８年まで使用

されました。 

国宝に指定されています。現在、耐震

工事のため休館中。 

信濃の国に根付いた和洋折衷の堂々と

した校舎は、遠くから見ても立派でし

た。 

 

 

松本城に行く途中、偶然「遺跡発掘現地説

明会」が開かれていました。戦国時代から江

戸時代にかけての、武家屋敷からの出土品、

水道施設跡などを、教育委員会の係員から説

明を受けました。雨が降り、傘を差しながら

地元の住民に交じって見学しました。 

 徳利や器などが色あせずに残っているのが目

を引きます。 

山に抱かれ、水に浮かぶようにた

たずむ松本城。お堀ひとつに、外敵

に狙われないような工夫がなされて

います。 

松本城天守閣からの風景。槍

や銃をここから放つことができる

ようです。銃の

展示もあり、戦

国時代の女性も

弾丸の製造にか

かわっていたと

いう展示資料も見ました。 
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旧制松本高校校舎。「旧制高等学校記 

念館」があり、戦前のバンカラ男子学生 

の日常生活が、豊富な写真、時間割、教 

科書やノート、実際に身に付けた服など 

の資料からよくわかりました。全国の旧 

制高校の資料がここで観られます。夏に 

は緑、冬には雪に覆われて、男子諸君が 

学んだことがしのばれます。 

 

 

市中心部から離れたところにある、「松本市歴史の里」から。 

まずは、大々的な保存運動で移築復元された旧松本区裁判所庁舎。 

平成７年まで操業していた製糸工場などが移築復元されています。 

 

製糸工場へ向かう女工さんたちが泊ま

った旅人宿。『あゝ野麦峠』の作家、山本

茂実も松本市の出身。氏に関する資料も

展示されています。 

他にも見学した場所はあるのですが、

写真に残せたところだけご紹介します。 

読者の皆さんも、いつか松本で楽しい

ひと時を過ごされますように。 
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全難聴福祉大会 

バザーへのご協力依頼につきまして 

  

１０月１５日（土）～１６日（日）に予定される 

「第 26 回全国中途失聴者・難聴者福祉大会 in おんせん県

おおいた」 

全難聴女性部はバザーを開催します。 

 ①バザー開催日程 10 月 15 日（土） 11:30～16:30 

        10 月 16 日（日）  9:00～13:30 

  ②場所 J:COMホルトホール大分 大ホール ホワイエ 

（企業の出展エリアとは別） 

③売上金について 女性部活動の資金として大切に活用します。 

皆様の安全を守りつつ、多くのご来店をお待ちしています。 

 

【全国の皆様からの、商品ご提供をお願い申し上げます】 
 対象外…食品、割れ物、重すぎる物、使用済み、転売禁止商品 

（注）バザー品を送る際、価格も記入して送ってください。（同封チラシ参照） 

あらかじめ値札をつけてくださると、助かります。 

個人様、団体様とも、事前に事務局までお知らせください。 

１０月１４日（金）１３時～１６時必着です。 

※送り状の備考欄に「全難聴女性部バザー用品」と明記ください。 

  送付先住所： 

  〒870-0839 大分県大分市金池南１丁目５−１ 

   J:COM ホルトホール大分 TEL 097-576-7555 

   大ホール（正面入口） 全難聴・女性部 
      

～問い合わせ先～  

ご意見、ご要望がありましたら、下記までお知らせください。 

事務局長：佐藤 緑   F A X：０３－３８８９－１０３１ 

Ｅメール：tori72520@gmail.com 

 

～編集後記～  

安倍元首相暗殺、コロナ感染者急増、未曽有の大雨など、信じがたいニュースが相次ぎま

した。聞こえにくい身からすると、どの場面においても、自分と周りの人々の安全をいかに

守るかを痛切に考えさせられます。今号編集は、私が担当するところ、諸事情で片山事務次

長に依頼、役員会にもご迷惑をかけました。会議報告の通り、全難聴女性部の継続には、全

国の女性会員の力が必要です。どうぞよろしくお願い申し上げます。（事務局長 佐藤緑） 

事務局だより 
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